
子
ど
も
た
ち
が
地
域
で

　
　

     

健
や
か
に
育
つ
た
め
に
…

　少子化や核家族化が進み、保護者の就労形態が多様化するなど、
子どもたちを取り巻く環境は、かつてとは大きく変化してきています。
子どもたちが学校生活以外の時間を安心して健やかに過ごせるよう
にしたいというのは、大人の共通の願いです。
　そこで、出雲市では、国が19年度からスタートさせる「放課後子ど
もプラン」を受けて、3月に『出雲市放課後子どもプラン』（計画期間：
平成19年度～21年度）を策定しました。このプランの内容について
お知らせします。

　

出
雲
市
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン

は
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
の
総
合
的

な
放
課
後
対
策
に
つ
い
て
、
基
本
的

事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。
具
体
的

に
は
、
文
部
科
学
省
の
放
課
後
子
ど

も
教
室
推
進
事
業
（
以
下
『
子
ど
も

教
室
』
と
い
う
）
と
厚
生
労
働
省
の

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
以
下

『
児
童
ク
ラ
ブ
』
と
い
う
）
の
２
つ
を
、

計
画
的
に
ま
た
円
滑
に
進
め
て
い
く

と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
を
作
る
に
あ
た
っ

て
、
小
学
校
、
保
護
者
、
児
童
ク
ラ

ブ
、
自
治
協
会
長
ほ
か
地
域
の
代
表

な
ど
で
構
成
す
る
「
出
雲
市
放
課
後

子
ど
も
プ
ラ
ン
運
営
委
員
会
準
備
会

（
西
田
郁
郎
会
長

：

17
人
）」
を
２
月

に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
委

員
が
真
剣
に
議
論
を
交
わ
し
、
地
域

実
態
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
た
案
を
基

に
、
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
準
備
会
は
、
19
年
度
か
ら
は

「
出
雲
市
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
運

営
委
員
会
」
に
移
行
し
ま
す
。
そ
し

て
プ
ラ
ン
を
進
め
る
中
で
検
証
な

ど
を
行
い
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て

見
直
し
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
に
取
り
組
む
に
あ
た

っ
て
、
次
の
５
つ
の
基
本
的
な
考
え

方
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

①
子
ど
も
た
ち
を
地
域
全
体
で
育
む

と
い
う
観
点
で
事
業
を
行
う
。

②
子
育
て
は
家
庭
が
第
一
義
的
な
責

任
を
持
つ
と
い
う
基
本
認
識
の
も

と
で
事
業
を
行
う
。

③
子
ど
も
自
身
が
自
己
の
行
動
に
責

任
を
持
つ
と
い
う
、
自
立
心
を
育

て
る
共
通
認
識
を
持
っ
て
事
業
を

行
う
。

④
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校

と
の
連
携
が
十
分
取
れ
る
体
制
と

す
る
。

⑤
事
業
に
取
り
組
む
要
・
不
要
に
つ

い
て
は
、
地
域
実
情
に
応
じ
て
、

地
域
で
判
断
す
る
。

　
『
子
ど
も
教
室
』と『
児
童
ク
ラ
ブ
』

の
違
い
は
３
ペ
ー
ジ
の
別
表
１
に
示

す
と
お
り
で
す
。
い
ず
れ
も
市
が
運

営
母
体
に
委
託
す
る
形
で
の
実
施
と

な
り
ま
す
。

　

両
事
業
に
よ
り
、
全
て
の
小
学

生
が
放
課
後
、
安
心
・
安
全
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
地
域
の
実
情
に
よ
っ
て

は
、
必
ず
し
も
両
方
の
事
業
が
実
施

さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

出
雲
市
の
プ
ラ
ン
で
は
、
子
ど
も

た
ち
を
地
域
全
体
で
育
む
と
い
う

観
点
か
ら
、
地
域
主
体
の
運
営
組

織
を
母
体
と
し
た
「
地
域
推
進
組

織
」
を
地
域
（
小
学
校
区
）
ご
と

に
設
置
し
て
も
ら
い
、„
地
域
実
情

を
踏
ま
え
て
実
施
す
る“
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
地
域
推
進
組
織
」

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
各
小
学
校
区

に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
地
域
学
校
運

営
理
事
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
、
考

え
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
理
事
会
は
、
学
校
・
保
護
者
・

地
域
の
皆
さ
ん
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
第
一
に

考
え
、
学
校
の
応
援
団
と
し
て
設
置

さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
す
。

　

市
で
は
、
各
小
学
校
の
「
地
域
学

校
運
営
理
事
会
」に
プ
ラ
ン
の
内
容

説
明
を
行
い
、具
体
的
に
検
討
を
進

め
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

た
だ
し
、
既
存
の
児
童
ク
ラ
ブ
な

ど
は
、
活
動
を
中
断
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
当
分
の
間
、
経
過

措
置
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
は
、
学
校
・

地
域
・
家
庭
・
行
政
が
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
っ
て
い
く
た
め
に
取
り
組
む
も
の

で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　

保
護
者
や
学
校
の
思
い
、
児
童

ク
ラ
ブ
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
の
声
を

取
り
入
れ
、
地
域
の
実
情
が
大
き

く
違
う
こ
と
も
考
慮
し
た
プ
ラ
ン

が
で
き
ま
し
た
。
事
業
の
実
施
に

は
、
地
域
が
子
ど
も
た
ち
を
育
て

よ
う
と
の
気
構
え
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
地
域
の
教
育
力
を
発
揮
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

小
学
生
の
保
護
者
、
ま
た
地
域

の
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
こ
の
プ
ラ
ン
が
動
き
出

す
の
が
楽
し
み
で
す
。
子
ど
も
は

過
保
護
に
し
な
い
で
、
自
ら
考
え

自
ら
行
動
で
き
る
子
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
願
い
ま
す
。
保
護
者
に
も

地
域
の
一
員
と
し
て
、
積
極
的
に

関
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

出雲市放課後子どもプラン
運営委員会準備会

西田郁郎 会長

出雲市放課後子どもプラン
運営委員会準備会

雲藤芳子 副会長

子 ど も プ ラ ン に 期 待

（別表1）
出雲市放課後子どもプランで取り組む事業の概要

放課後子ども教室推進事業（子ども教室） 事 業 名 放課後児童健全育成事業（児童クラブ）

小学校1～ 6年生
地域の実情に応じ、幼児、中学生の参加も可

対 象 児 童
共働き家庭などの留守家庭
おおむね10歳まで（小学校1～ 3年生）

来館型
名簿制（参加児童を名簿で把握）

参 加 形 態
預かり型
入会登録制（入会申し込み、審査で決定）

小学校利用可能スペース、コミュニティセン
ターなど、公共的施設を利用

実 施 場 所 開設を承認された専用室で実施

地域で決定 運営日数など
月～金（夏休みなど長期休業中も実施）
※土曜日実施のクラブもあります

地域の有償・無償ボランティア
○安全管理員・学習アドバイザー
○地域無償ボランティア

ス タ ッ フ
専任指導員（教員、保育士などの有資格者）・
補助員

原則なし
ただし、保険料や実費などの徴収は可

保護者負担金 月7,000円（このほか、おやつ代実費）

安心・安全な子どもの居場所を設け、文化スポーツ活動や地域
交流を行う「子ども教室」（写真は檜山なかよし教室）

放課後の遊びや生活の場を確保し、仕事と子育ての両立を支援
する「児童クラブ」（写真は塩冶第2学童クラブ）

出
雲
市
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
を
策
定

2広報いずも２００７．４．１２3 広報いずも２００７．４．１２

地
域
の
子
育
て
力
に
期
待

地
域
の
一
員
と
し
て
参
画
を

出
雲
市
の
プ
ラ
ン（
計
画
）は

地
域
実
態
を
踏
ま
え
た
内
容

 

プ
ラ
ン
に
5
つ
の

 

基
本
的
考
え
方
を
明
記

2
つ
の
事
業
で
全
て
の
小
学
生
の

安
心
・
安
全
な
放
課
後
を
期
待

 

地
域
の
皆
さ
ん
の

　
　
　
　

協
力
に
期
待

事
業
実
施
は「
地
域
学
校
運

営
理
事
会
」が
中
心
に
検
討




